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心と体を解放し、仲間と関わり合いながら、  

夢中になって運動に取り組む子の育成  

～第２学年 表現リズム遊び  「デビルしんぺーとなりきり勝負だ！」の実践を通して～  

１ 主題設定の理由 

スポーツ庁が行った令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果によると、児

童生徒の運動能力はコロナ禍の影響を受け、低下しているのが現状である。児童生徒の運

動や健康への関心を高め、自ら運動に親しもうとする気持ちを育てるためには、日頃から

体を動かす楽しさや気持ちよさを味わえるようにする必要がある。「できるようになる」こ

とはもちろん大切であるが、技能のみを求めるような授業ではなく、運動が苦手な児童生

徒でも「できるかも」「やってみようかな」と思えるような授業展開をしていくことが、運

動好きな児童生徒を育てることにつながるのではないかと考える。  

本学級には、体を動かすことが好きな子が多く、休み時間には外で遊具遊びや鬼ごっこ  

などをして遊んでいる。しかし、授業中、自分の考えを友達に伝えたり、よりよくなるよ

うに友達へ声かけをしたりする子は少ないように感じ、運動を通した子どもたちの関わり

合いが見られなかった。  

 このような現状から、①音楽に乗ってはずんで踊ったり身近なものになりきったりしな

がらのびのびと体を動かしながら楽しく表現リズム遊びを行うことで、体を動かすことに

夢中で取り組む体験をし、それにより運動好きの子を更に増やしたい。②友達の表現を見

たりまねたりすることで、友達に伝えたり声かけしたりするなどの関わりをもてるように

し、多様な動きができるようにしたい。この２つの願いをこめて、本研究主題を設定した。  

２ 研究の構想 

（１）目ざす子ども像  

○心と体を解放し、夢中になって表現リズム遊びに取り組む子  

○工夫した動きを友達に伝えたり友達の動きをまねたりして仲間と関わり合う子  

（２）研究の仮説  

【仮説１】  

４つのくずしと即興性を意識した簡単なダンスをウォーミングアップで行ったり、多様

なテーマをたくさん行ったりすることで、心と体を解放し、夢中になって表現リズム遊び

に取り組むことができるだろう。  

【仮説２】  

表現するテーマに変化を与え、工夫した動きを即興的に表現する。工夫した自分の動き

をグループで伝える場を設けることで、自分の考えを友達に伝えたり、友達の考えを聞い

て動きをまねしたりすることができるだろう。  
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（３）研究の手だて  

仮説１の手だて  

①  ダンまねミュージック 

単元を通して、ウォーミン

グアップとして５曲の「ダン

まねミュージック」を行う。

５曲それぞれで、４つのくず

しと即興性を意識して行う

【資料１】。簡単に取り組め

るダンスを行うことで、子ど

もたちは夢中になって表現

リズム遊びに取り組むだろ

う。                  

【資料１】ダンまねミュージックについて  

②  豊富なテーマと音楽 

表現遊びとなるテーマを１０種類作成する【資料２】。動き

に特徴のあるもの・できごと（ジェットコースター、クモの巣

に引っかかる  など）や子どもたちの生活経験からイメージし

やすいもの（カイコ・ポップコーン  など）を中心にテーマを

設定する。また、テーマをかるた形式でめくるようにし、表現

リズム遊びに運の要素も追加した。また、子どもたちが夢中に  

なって表現リズム遊びを行うために、音楽を流した。手元で、  

選曲や音量を調節できるように、ワイヤレスＭＰ３プレイヤー  

を使用する。音楽を流すことで、心と体を解放し、体を動かすことができるだろう。  

仮説２の手だて  

即興的な表現についての伝え合い 

表現リズム遊びに慣れた子どもたちに、工夫した動きを即興的に表現できるように、表

現のテーマに変化を与える。これにより、子どもたちは、お題に対応した動きをどうすれ

ばいいかわからず、困るだろう。そこで、グループで話し合う時間を設ける。自分や友達

の工夫した動きを伝え合うことで、自分たちの動きをよりよくしようとする気持ちが高ま

り、より洗練された動きを目ざすだろう。 

（４）抽出児について（Ａ児）  

 Ａ児は、運動に関するアンケートでは、「運動することは、どちらかというと苦手」と答

えた。理由を問うと、「走るのが遅いから。」と答えた。また、体育の授業や休み時間の様

子を見ていると、タブレット端末を使って友達の動きを見たり友達の走り方をまねしたり

するなどの運動に関する友達との関わり合いがあまり見られていない。  

本実践を通して、表現リズム遊びに夢中で取り組み、友達に動きを伝えたり友達から動

きを伝えてもらったりする関わり合いの中で、運動の楽しさや喜びを味わうことができる

ようになってほしい。  

♪さんぽ  いろいろな方向に歩いたり、踊った

りしよう。（空間・場のくずし）  

♪貨物列車  へそベルトを大きく動かして体で

じゃんけんをしよう。（体のくずし） 

♪アイドル  友 達 の 動 き を ま ね し て み よ う 。      

（人間関係のくずし）  

♪マツケンサンバ  テーマに合う動きをすぐにやろう。        

（即興性）  

♪ダンス w-up 

(H25 研究部作成) 

スピードを変えて、体を動かそう。    

（リズムのくずし）  

 

【資料２】動物、遊園地、乗り

物、食べ物、ジャングル探検、 

虫、川・海、忍者、天気  ？  



（５）単元構想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 研究の実践 

（１）  表現リズム遊びって何かな  まねまねしんぺーと一緒に  

みんなでまねまねをしたいな（第１・２時） 

 ダンまねミュージックやジェスチャーゲ―ム、

伝言まねっこゲームを行った。音楽に合わせて体

を動かしたり、身近なものになりきって表現した

りする活動を楽しむＡ児の姿が見られた【資料

３】。Ａ児の振り返りでは、みんなと歩いたこと

が楽しかったと書いていた【資料４】。表現リズ

ム遊びを通した友達との関わる様子が、少しず

つ見られてきた。 

（２）なりきりしんぺーと一緒に いろいろな

ものになりきってみよう  （第３・４時） 

 第３時では、Ａ児が友達と更に関わり合える

よう「なりきり遊び」を取り入れた。チームでテ 

ーマカードをめくり、先頭の動きを後ろがまねをする。 

そうすることで、Ａ児がチームの仲間の動きをまねした

り、自分の動きを仲間に伝えたりする姿が見られること

を期待した。その中でも、Ａ児は、忍者のなりきり遊び

で、チームの仲間にすすんで動きを伝えていた【資料５】。

振り返りでは、「忍者のときに、みんなとできて楽し

かった」と記述していた【資料６】。Ａ児が楽しそう

に友達に伝える姿が見られた。表現リズム遊びで、

チーム内との関わりをもてたので、学級全体にも関

われるようになってほしいと考えた。  

（３）デビルしんぺーがあらわれた！  

じゃまをしてくるデビルしんぺーと勝負だ！（第５・６・７・８時）  

自信をもってなりきりができてきたＡ児は、みんなの前で、

跳び跳ねたり、すばやく動いたりして、カマキリになりきっ

てデビルしんぺーと戦った【資料７】。振り返りでは、「みん

なと一緒にできたことが楽しかった。みんなに動きを伝え

れた」と記述してあった。以上のことから、Ａ児は、さまざ

まな表現リズム遊びやグループでの伝え合いを通して、自

分の動きに自信をもち、楽しく表現リズム遊びに取り組む

ことができたことがわかる。  

 
 
 
【資料４】振り返り（第１時）  

【資料３】ダンまねミュージックで  
じゃんけんをするＡ児（第１時）  

 
 
 
 
 
【資料４】 振り返り（第２時）  

【資料５】チームに忍者の動  
きを伝えるＡ児（第３時）  

 

 

 

 

【資料６】 振り返り（第３時） 
 

 

 

 

【資料７】みんなの前でデ  

ビルしんぺーと虫になりきっ  

てバトルをするＡ児（第８時） 



４ 仮説の考察  

（１）  仮説１の手だてについて  

①   ダンまねミュージック  

 【資料８】は、ダンまねミュージック

で、友達（点線）のまねをしようとする

Ａ児（実線）である。友達のまねをして、

いろいろな動きを身につけることができ

た。また、へそベルトを鏡に貼られた四

角に入れるために、いろいろなポーズを

しようとしていた【資料９】。Ａ児は、ダ

ンまねミュージックで自分の動きに自信

をもち、その後の活動に取り組むことができたと

考える。Ａ児だけではなく、多くの子が、ダンま

ねミュージックで、ウォーミングアップをするこ

とによって、いろいろな子とハイタッチやじゃん

けん、まねなどで関わり合うことができた。そし

て、４つのくずしと即興性を意識して表現リズム

遊びに取り組むことができた。以上の結果より、

手だて「ダンまねミュージック」は有効だったと

考える。  

②   豊富なテーマと音楽 

 テーマをたくさん準備したことで、子どもたち

は飽きずにいろいろな表現リズム遊びに取り組

むことができた。また、どんな動きかをイメージ

しやすくするために、身近なもの（カイコ、とよ

がわの水、ポップコーン  など）をテーマに使っ

た。更に、音楽を流すことで、子どもたちはテー

マの世界に入り込み、表現リズム遊びに没頭する

ことができた。音楽のテンポを速くしたり遅くし

たりすることで、リズムのくずしにつながり、い

ろいろな速さで表現リズム遊びに取り組むこと

ができた【資料１０】。しかし、オノマトペ（ヒュ

ーン・あつあつ  など）を使ったことで、イメー

ジしやすい反面、動きが単調になってしまった。 

 

【資料８】ダンまねミュージックで友達のまねを

しようとする A 児（第５時）  

【資料９】ダンまねミュージックのとき

に、へそを大きく動かそうとする A児（第

３時）  

【資料１０】雪の銅像が太陽の暑さでだ

んだんと解けていく様子（第７時）  



（２）仮説２の手だてについて 

・即興的な表現についての伝え合い  

 第６時、デビルしんペーが登場し、納豆

のなりきりに突然、表現の動きを変える変

化を与えた。突然のことに困惑し、多くの

子どもたちが、とっさになりきることがで

きず、立ったままだった。そこで、子ども

たちはチームで話し合い、どんな動きがあ

るか確認した。その後、同じテーマで行う

と、跳びはねたり床に寝て体を動かしたり

した動きが見られた【資料１１】。 

 自分だけでは、どうやって動けばいいか

わからないようなテーマでも、友達と話し

合い、いろいろな動きを伝え合うことによ

って、さまざまな動きが見られた。このこ

とから、手だて『即興的な表現についての

伝え合い』は有効だったと考える。  

５ 成果と今後の課題  

（１）研究の成果  

 ダンまねミュージックを取り入れたことで、簡単なダンスをしながら、いろいろな動き

や 4 つのくずし・即興性を意識して体を動かすことができた。また、豊富なテーマの中、

音楽をかけてやることで子どもたちは解放的な気分で、表現リズム遊びの世界に浸ること

ができた。そして、デビルしんぺーが登場しテーマに変化を与えることで、子どもたちが

話し合いの必要性を感じ、子どもたちの関わり合いを生むことができた。目ざす子ども像

に近づくことができたと感じる。 

（２）今後の課題  

 豊富なテーマや音楽を用意し、教師自身も率先して表現を楽しむ姿を見せることで、子

どもたちは単元を通して楽しそうに活動していた。しかし、体全体を使って特徴を表現し

ている児童はやや少ないように感じた。動きが小さい児童に対して、よりダイナミックな

表現ができるような教師の継続的な声かけが必要であると感じた。また、テーマが豊富だ

ったことで、１つ１つの表現に対してこだわる時間を設定できなかったことも課題として

挙げられる。今後は、１つ１つのなりきりをさらに深めたり、１つのテーマからいろいろ

な表現を編み出して共有したりするための授業展開や教師の声かけについてさらに研究を

進めたい。  

【資料１１】  

 

 

 

 

 

 

 

即興的な出来事にとっさに反応できない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話し合い  

 

 

 

 

 

 

 

話し合いの後、いろいろな動きが見られた  

 

大変だ！  

あつあつご飯の  

上に！  


